
（様式３）

ﾌﾘｶﾞﾅ

研究代表者氏名

教授

教授／准教授
／助教

教授／准教授
／助教

　研究課題名

【背景】日本のIT企業の開発活動はグローバル化しており，一般の技術者も開発等，グローバルな業務に直面する場面が
広がりつつある．従って， 本番の業務でなく実際に体験・訓練したいという要求が強い．しかしながら, 専門技術者レベ
ルでのこうした活動に対する教育界としての体系的なサポートはあまり見られない.
【目的】グローバル環境で活動できる人材は, 日本企業や経営者が強く求めていることである. グローバルに活躍できる
人材育成ための教育を実施することは, わが国の競争力強化, 及び相手国企業の双方の利益となり, 情報アーキテクトを
育成する専門職大学院として極めて重要であり，これが目的となる.
【研究のプロセスと結果】
本研究は, 2008年度よりベトナム国家大学(VNU:　Vietnam National University Collage of Technology)と共同で，VNU
とPBL　(Project Based Learning)手法を用いて両校の学生による共同プロジェクトを行うことにより、グローバル教育の
実施の可能性を検証している．当初は，PBL手法がグローバルな教育の手法に適用できるかの検証を行い，適用の感触を得
た．本年度は，国際PBL をより高度化し，参加者にとっての魅力を増すためのカリキュラム設計方法として，より日本企
業とアジア諸国との業務形態に多い開発委託がグローバルPBLの形態で実施できるかを，本学とVNUの学生による６ヶ月の
PBLを通して検証した．この結果，日本側学生が仕様を提示し，VNU学生がソフトウエアを開発するという形態でのPBLが実
施できることが確認できた．更に，その一環で企業との連携を含めた研究開発型のPBLが実施できるかどうかを本学，VNU
の教員と合同で検討した．
　また，PBL管理システムであるiPBLについてPBLシステムとその仕様マニュアル等のドキュメントを国際化した．
　本研究の成果のより広い展開については，本学の提唱するAPEN構想を進めるに当たっての唯一の実績としてAPEN構想の
なかで中国／韓国への展開の戦略が可能になった．APEN2011については，こうした一環としてVietnam National
UniversityのAPENへの参加を実現した．これらを通し本学のグローバル化の推進に大いに貢献した．
【今後】本研究の成果を踏まえ，VNUとのグローバルPBLを研究系のテーマについて実施すべくより具体的な協議・試行を
進め．本学の特徴ある教育プログラム開発をめざしていく．同時に，APENを通じて中国，韓国を含めての協調へ広げてい
く．
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特になし

　国等の提案公募型研究費、企業からの受託研究費・共同研究費の獲得状況

特になし

　その他社会貢献
　[公的審議会・委員会等の公的貢献、生涯学習支援・普及啓発、国際貢献・国際交流等]

今回の研究を通じて、ベトナムの大学との国際交流、ベトナムへのＰＢＬ教育方法の普及による国際的な貢献を行った。
さらに、今回の研究成果を踏まえて、APEN構想に基づき，アジア諸国への展開，継続的な国際交流に発展させていく。

　研究成果による特許等の工業所有権の出願・取得状況

　学会発表（発表題目、発表大会名、年月を記入）

グローバルＰＢＬの取り組みに関して、APEN2011での発表を予定している

　論文発表又は著書発行（発表題目、著者、発表誌又は出版社、年月を記入）

グローバルＰＢＬの取り組みに関して、情報処理学会，産業技術大学院大学紀要での論文発表を予定している

　科学研究費補助金への応募状況、採択状況


